
様
式
第
26の
３
（
第
７
条
の
２
第
２
項
関
係
）

通
信
制
限
時
等
に
お
け
る
疎
通
状
況
の
分
析
結
果
報
告
年

月
日

事
業
者
名

E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E

通
信
の
接
続
の
制
限
又
は
停
止
を
行
つ
た
事
業

用
電
気
通
信
設
備
及
び
電
気
通
信
役
務
の
概
要

通
信
の
接
続
の
制
限
又
は
停
止
を
受
け
た
利
用

者
の
数

通
信
の
接
続
の
制
限
又
は
停
止
を
行
つ
た
時
間

通
信
の
接
続
の
制
限
又
は
停
止
を
行
つ
た
場
所

通
信
の
接
続
の
制
限
又
は
停
止
を
行
つ
た
原
因

平成™›年�月˜™日 木曜日 (号外第˜œ™号)官 報

第
十
六
条
第
四
項
中
「
携
帯
電
話
用
設
備
」
の
下
に
「
及
び
Ｐ
Ｈ
Ｓ
用
設
備
」
を
加
え
る
。

第
十
六
条
の
二
中
「
及
び
携
帯
電
話
用
設
備
」
を
「
、
携
帯
電
話
用
設
備
及
び
Ｐ
Ｈ
Ｓ
用
設
備
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
の
五
中
「
及
び
第
十
五
条
の
二
」
を
「
、
第
十
五
条
の
二
及
び
第
十
五
条
の
三
（
第
三
号
及
び
第
四
号

に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
に
、「
及
び
携
帯
電
話
用
設
備
」
を
「
、
携
帯
電
話
用
設
備
及
び
Ｐ
Ｈ
Ｓ
用
設
備
」
に
改
め

る
。第

三
十
五
条
の
二
の
二
中
「
に
よ
り
、」の
下
に
「
災
害
時
優
先
通
信
（
緊
急
通
報
及
び
」
を
加
え
、「
以
下
「
災
害

時
優
先
通
信
」
と
い
う
」
を
「
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

事
業
用
電
気
通
信
回
線
設
備
は
、
前
項
第
一
号
の
機
能
に
よ
り
他
の
通
信
の
制
限
又
は
停
止
を
行
つ
た
場
合
に

お
い
て
、
災
害
時
優
先
通
信
及
び
他
の
通
信
の
疎
通
の
状
況
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

３

電
気
通
信
事
業
者
は
、
第
一
項
第
一
号
の
機
能
に
よ
り
他
の
通
信
の
制
限
又
は
停
止
を
行
つ
た
場
合
は
、
前
項

の
記
録
を
分
析
し
、
で
き
る
限
り
多
く
の
通
信
の
疎
通
を
確
保
す
る
よ
う
通
信
の
制
限
又
は
停
止
の
時
間
、
程
度

等
の
実
施
の
方
法
及
び
事
業
用
電
気
通
信
回
線
設
備
の
通
信
容
量
に
つ
い
て
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
う
も
の

と
す
る
。

第
四
十
四
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
基
づ
く
自
家
用
発
電
機
の
設
置
又
は
移
動
式
の
電
源
設
備
の
配
備
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
れ
ら

に
使
用
さ
れ
る
燃
料
に
つ
い
て
、
十
分
な
量
の
備
蓄
又
は
補
給
手
段
の
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

防
災
上
必
要
な
通
信
を
確
保
す
る
た
め
、
都
道
府
県
庁
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
端
末
設
備
と
接
続
さ
れ
て
い
る

端
末
系
伝
送
路
設
備
と
接
続
さ
れ
て
い
る
交
換
設
備
及
び
そ
の
附
属
設
備
に
関
す
る
前
二
項
の
措
置
は
、
通
常
受

け
て
い
る
電
力
の
供
給
が
長
時
間
に
わ
た
り
停
止
す
る
こ
と
を
考
慮
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
大
規
模
災
害
対
策
）

第
四
十
七
条
の
二

電
気
通
信
事
業
者
は
、
大
規
模
な
災
害
に
よ
り
電
気
通
信
役
務
の
提
供
に
重
大
な
支
障
が
生
じ

る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
事
業
用
電
気
通
信
設
備
に
関
し
、
あ
ら
か
じ
め
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

電
気
通
信
役
務
に
係
る
情
報
の
管
理
、
電
気
通
信
役
務
の
制
御
又
は
端
末
設
備
等
の
認
証
等
を
行
う
た
め
の

電
気
通
信
設
備
で
あ
つ
て
、
そ
の
故
障
等
に
よ
り
、
広
域
に
わ
た
り
電
気
通
信
役
務
の
提
供
に
重
大
な
支
障
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
は
、
複
数
の
地
域
に
分
散
し
て
設
置
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
一
の
電

気
通
信
設
備
の
故
障
等
の
発
生
時
に
、
他
の
電
気
通
信
設
備
に
よ
り
な
る
べ
く
そ
の
機
能
を
代
替
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

二

地
方
公
共
団
体
が
定
め
る
防
災
に
関
す
る
計
画
及
び
地
方
公
共
団
体
が
公
表
す
る
自
然
災
害
の
想
定
に
関
す

る
情
報
を
考
慮
し
、
電
気
通
信
設
備
の
設
置
場
所
を
決
定
若
し
く
は
変
更
し
、
又
は
適
切
な
防
災
措
置
を
講
じ

る
こ
と
。

第
四
十
八
条
中
「
前
条
」
を
「
第
四
十
七
条
」
に
改
め
る
。

（
電
気
通
信
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

電
気
通
信
事
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
年
郵
政
省
令
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
七
条
の
二
第
二
号
ロ
中
「
第
二
十
七
条
の
五
第
一
号
」
を
「
第
二
十
七
条
の
五
第
一
項
第
一
号
」に
改
め
、

同
号
ニ
中
「
第
二
十
七
条
の
五
第
四
号
」
を
「
第
二
十
七
条
の
五
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

ホ

事
業
用
電
気
通
信
設
備
規
則
第
三
条
第
二
項
第
七
号
の
二
に
規
定
す
る
Ｐ
Ｈ
Ｓ
用
設
備
（
第
二
十
七
条
の

四
第
二
号
ロ
及
び
第
二
十
七
条
の
五
第
一
項
第
四
号
に
お
い
て
単
に
「
Ｐ
Ｈ
Ｓ
用
設
備
」
と
い
う
。）

第
二
十
七
条
の
四
第
二
号
ロ
中
「
又
は
携
帯
電
話
用
設
備
」
を
「
、
携
帯
電
話
用
設
備
又
は
Ｐ
Ｈ
Ｓ
用
設
備
」
に

改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
五
第
一
項
第
四
号
中
「
携
帯
電
話
用
設
備
」
の
下
に
「
又
は
Ｐ
Ｈ
Ｓ
用
設
備
」
を
加
え
、
同
項
中

第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
第
十
号
中
「
確
保
」
の
下
に
「
、
ふ
く
そ
う
対
策
」
を
加
え
る
。

（
電
気
通
信
事
業
報
告
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

電
気
通
信
事
業
報
告
規
則
（
昭
和
六
十
三
年
郵
政
省
令
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
の
二
中
「
電
気
通
信
事
業
者
は
、」の
下
に
「
災
害
時
優
先
通
信
（
緊
急
通
報
及
び
」
を
加
え
、「
以
下
「
災

害
時
優
先
通
信
」
と
い
う
」
を
「
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

電
気
通
信
事
業
者
は
、
不
測
の
要
因
に
よ
り
、
災
害
時
優
先
通
信
の
優
先
的
な
取
扱
い
を
確
保
す
る
た
め
に
他

の
通
信
の
接
続
を
制
限
し
、
又
は
停
止
を
行
つ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
制
限
又
は
停
止
を
受
け
た
利
用
者
の
数

が
三
万
以
上
で
、
か
つ
、
そ
の
時
間
が
二
時
間
以
上
の
と
き
は
、
当
該
制
限
又
は
停
止
を
行
つ
た
時
間
に
お
け
る

災
害
時
優
先
通
信
及
び
他
の
通
信
の
疎
通
の
状
況
を
分
析
し
、
で
き
る
限
り
多
く
の
通
信
の
疎
通
を
確
保
す
る
よ

う
、
当
該
制
限
又
は
停
止
の
時
間
、
程
度
等
の
実
施
の
方
法
及
び
電
気
通
信
回
線
設
備
の
通
信
容
量
に
つ
い
て
見

直
し
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
様
式
第
二
十
六
の
三
に
よ
り
、
当
該
制
限
又
は
停
止
を
行
つ
た
日
か
ら
三

月
以
内
に
、
書
面
等
に
よ
り
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
の
三
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
災
害
対
策
の
報
告
）

第
七
条
の
四

事
業
用
電
気
通
信
設
備
を
設
置
す
る
電
気
通
信
事
業
者
（
毎
報
告
年
度
の
最
初
の
日
に
お
い
て
三
万

以
上
の
利
用
者
に
電
気
通
信
役
務
を
提
供
す
る
者
に
限
る
。）は
、
災
害
時
に
お
い
て
そ
の
取
り
扱
う
通
信
を
確
保

す
る
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
、
様
式
第
二
十
七
の
二
に
よ
り
、
毎
報
告
年
度
経
過
後
三
月
以
内
に
、
書
面
等
に
よ

り
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
通
信
品
質
の
報
告
）

第
七
条
の
五

音
声
伝
送
役
務
の
提
供
の
用
に
供
す
る
事
業
用
電
気
通
信
設
備
（
電
気
通
信
事
業
法
施
行
規
則
第
二

十
七
条
の
二
第
二
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。）を
設
置
す
る
電
気
通
信
事
業
者
（
毎
報
告
年
度
の

最
初
の
日
に
お
い
て
三
万
以
上
の
利
用
者
に
音
声
伝
送
役
務
を
提
供
す
る
者
に
限
る
。）は
、
当
該
設
備
を
介
し
て

提
供
す
る
音
声
伝
送
役
務
の
品
質
に
つ
い
て
、
様
式
第
二
十
七
の
三
に
よ
り
、毎
報
告
年
度
経
過
後
三
月
以
内
に
、

書
面
等
に
よ
り
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

様
式
第
二
十
六
の
二
中「

第
７
条
の
２
関
係
」

を「
第
７
条
の
２
第
１
項
関
係
」

に
改
め
、
同
様
式
の
次
に
次
の

一
様
式
を
加
え
る
。
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